
注
目
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
出
店

野
々
市
町
三
納
地
区
は
平
成
十

七
年
に
町
役
場
が
新
築
移
転
し
、

十
八
年
に
新
た
な
商
業
集
積
が
形

成
さ
れ
て
に
ぎ
わ
う
、
い
ま
注
目

の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
の
一
画

に
今
年
一
月
、
印
章
、
ゴ
ム
印
、

シ
ヤ
チ
ハ
タ
印
な
ど
ハ
ン
コ
の
製

造
小
売
を
行
う
㈲
オ
ザ
キ
「
野
々

市
印
房
」（
尾
崎
利
正
代
表
）
は
オ

ー
プ
ン
し
た
。
同
町
本
町
三
丁
目

で
昭
和
四
十
七
年
か
ら
営
業
し
て

き
た
当
社
に
と
っ
て
三
十
五
年
目

の
大
き
な
決
断
だ
っ
た
。

決
断
を
促
し
た
要
因

尾
崎
代
表
の
決
断
に
は
、
い
く
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売
が
発
表
さ
れ
た
。
発
表
当
初
か

ら
、
県
内
同
業
者
の
誰
が
取
り
組

む
か
と
注
視
し
た
が
、
一
向
に
そ

の
気
配
は
見
え
ず
、
思
い
切
っ
て

取
り
ん
だ
。
県
内
唯
一
の
シ
ヤ
チ

ハ
タ
印
製
造
業
者
で
あ
る
。

通
常
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ヤ
チ

ハ
タ
印
を
注
文
す
る
と
、
本
社
に

製
造
を
依
頼
す
る
た
め
、
十
日
程

度
の
納
期
を
要
す
る
が
、
当
社
に

注
文
す
れ
ば
三
日
程
度
で
納
品
で

き
る
。
新
店
オ
ー
プ
ン
後
は
毎
日

の
よ
う
に
新
し
い
注
文
が
入
り
、

新
た
な
事
業
の
柱
と
し
て
成
長
が

期
待
さ
れ
る
。

県
内
唯
一
の

シ
ャ
チ
ハ
タ
印
製
造
業
者

日
本
で
は
ハ
ン
コ
の
原
材
料
と

し
て
、
柘
、
水
牛
の
角
、
象
牙
な

ど
が
使
用
さ
れ
、
最
近
で
は
石
や

ア
ク
リ
ル
な
ど
も
扱
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
大
半
は
精
密

機
械
を
使
っ
た
機
械
彫
り
で
あ

る
。
シ
ヤ
チ
ハ
タ
印
な
ど
は
レ
ー

ザ
ー
で
加
工
さ
れ
て
い
る
。

製
版
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が
進

ん
で
い
る
。

進
取
の
気
性
に
富
み
「
三
十
五
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
商
工
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

つ
か
の
要
因
が
あ
る
。

第
一
に
「
役
場
移
転
」
が
あ
る
。

旧
店
の
あ
っ
た
本
町
三
丁
目
界
隈

は
、
古
く
は
北
国
街
道
の
宿
場
町

と
し
て
栄
え
、
創
業
時
は
多
く
の

商
店
が
軒
を
並
べ
、
町
役
場
も
近

く
、
人
や
ク
ル
マ
の
往
来
も
盛
ん

だ
っ
た
が
、
車
社
会
の
進
展
に
伴

い
、
大
型
駐
車
場
を
備
え
た
郊
外

大
型
店
な
ど
へ
の
買
い
物
場
所
の

移
転
、
街
な
か
を
迂
回
す
る
道
路

整
備
な
ど
、
立
地
環
境
が
年
々
変

化
し
、活
気
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
町
役
場
の
移
転
は
、
今

回
の
決
断
を
決
定
的
に
さ
せ
た
。

第
二
に
「
後
継
者
の
存
在
」
が

あ
る
。
現
在
、
当
社
に
は
、
長
男

の
昌
也
さ
ん
、
次
男
の
尚
也
さ
ん

の
二
人
が
従
事
し
、
事
業
の
中
核

を
担
っ
て
い
る
。
多
く
の
商
工
会

員
企
業
が
事
業
承
継
問
題
に
悩
む

中
で
、
二
人
の
ご
子
息
の
経
営
参

画
は
心
強
く
、
明
日
の
成
長
意
欲

を
勢
い
づ
か
せ
る
も
の
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
新
た
な
事
業
の
柱

「
シ
ヤ
チ
ハ
タ
印
の
自
社
製
造
」

が
あ
る
。
六
年
前
、
シ
ヤ
チ
ハ
タ

㈱
か
ら
、
全
国
百
台
限
定
で
、
シ

ヤ
チ
ハ
タ
印
の
製
造
プ
ラ
ン
ト
発

年
の
商
売
は
設
備
投
資
の
歴
史
で

も
あ
っ
た
」
と
い
う
尾
崎
代
表
は
、

い
ち
早
く
機
械
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
平
成
五
年
に
初
め
て
パ
ソ

コ
ン
を
導
入
し
、
製
版
作
業
に
使

用
。
い
ま
で
は
複
数
台
の
パ
ソ
コ

ン
が
稼
動
し
て
い
る
が
、
最
初
に

導
入
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
は
い
ま
も

健
在
で
、
導
入
当
初
か
ら
当
社
で

製
作
す
る
印
鑑
の
全
て
の
版
を
記

録
、
十
三
年
余
り
で
五
万
件
の
デ

ー
タ
を
蓄
積
し
、
同
社
の
隠
れ
た

財
産
で
も
あ
る
。

新
た
な
事
業
の
仕
組
み
を

確
立
し
て
次
な
る
成
長
へ

他
業
界
同
様
、
印
鑑
業
界
も
通

信
販
売
、
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
の
新

業
態
の
出
現
、
百
円
シ
ョ
ッ
プ
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
他
業
種
の

参
入
で
価
格
競
争
が
激
化
し
て
い

る
が
、
尾
崎
代
表
は
、
価
格
の
み

に
価
値
を
求
め
る
風
潮
を
自
分
の

仕
事
を
お
と
し
め
る
こ
と
と
嫌
う
。

ま
た
、「
お
客
様
と
の
や
り
と
り

が
楽
し
い
」
の
に
、「
も
し
価
格
だ

け
の
商
売
に
な
れ
ば
、
お
客
様
に

構
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
る
」
と
話

す
。
さ
ら
に
、
目
の
前
の
売
上
を

追
っ
て
、
適
正
な
利
益
を
確
保
で

き
な
け
れ
ば
、
明
日
の
投
資
が
で

き
ず
、
将
来
の
事
業
存
続
を
危
う

く
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

新
店
は
旧
店
時
代
と
見
違
え
る

好
立
地
で
、
フ
リ
ー
の
来
店
客
も

多
い
。
個
々
の
お
客
様
の
注
文
を

伺
い
、
丁
寧
な
仕
事
で
、
価
値
あ

る
商
品
を
作
り
、
納
得
し
て
買
っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
理
想
は
こ
の

店
で
こ
そ
、
や
る
価
値
が
あ
る
と

考
え
る
。

た
だ
、「
三
十
五
年
の
経
験
が
新

店
で
は
な
か
な
か
参
考
に
な
ら
な

い
」
と
も
話
す
尾
崎
代
表
。
新
店

の
事
業
の
仕
組
み
は
ま
だ
不
足
が

多
い
と
感
じ
て
お
り
、
急
激
な
事

業
展
開
に
は
慎
重
な
様
子
だ
。
一

人
ひ
と
り
の
お
客
様
の
注
文
に
応

じ
て
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
商
品

を
安
定
し
た
品
質
、
コ
ス
ト
、
納

期
で
提
供
す
る
仕
組
み
の
確
立
に

一
年
は
か
か
る
と
考
え
て
い
る
。

真
新
し
い
新
店
の
店
先
に
は
、

旧
店
で
二
十
五
年
間
使
用
さ
れ
て

き
た
と
い
う
、
古
び
た
看
板
が
ま

だ
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
看
板
が

新
調
さ
れ
る
の
は
、
新
た
な
事
業

の
仕
組
み
が
整
い
、
尾
崎
代
表
が

当
社
の
新
事
業
展
開
を
本
格
化
さ

せ
る
こ
と
を
決
断
し
た
時
で
あ
る
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

㈲
オ
ザ
キ

野
々
市
印
房

営
業
時
間：

八
時
半
〜
二
〇
時

定

休

日：

毎
月
最
終
日
曜
日

〒
九
二
一
―
八
八
二
五

野
々
市
町
三
納
二
四
街
区
二
七

（
町
役
場
隣
り
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六
―
二
四
八
―
四
六
三
三

左から次男の尚也さん、利正代表、長男の
昌也さん、代表夫人の喜久子さん

真っ白の３階建の壁面に篆書体で「印」の文字
が印象的な新店

明るい接客スペース


